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 【背景】我々は他者の運動を自動的に模倣する自動模倣と呼ばれる能力を生得的に持つ。この模倣の自動性
は新規の運動スキルを獲得するための模倣学習において重要な役割を果たしている。これまで、自動模倣の神
経基盤には下前頭回（IFG）後部および腹側運動前野（PMv）のミラーニューロンが推定されてきた。一方、
近年の電気生理学的および脳神経画像研究によって、背側運動前野（PMd）のミラーニューロン特性や模倣
運動への関与が示唆されている。しかしながら、ヒトの PMd の自動模倣への関与やその機能的側性は不明で
ある。【目的】本研究の目的は、脳機能を一時的に抑制することができる反復経頭蓋磁気刺激(rTMS)による
Virtual lesion 法と自動模倣の実験心理学的行動課題を用いて、ヒトの PMd の自動模倣への因果的関与と機
能的側性を明らかにすることである。【方法】13 名の健康成人の左右の PMd に対し、1 Hz の rTMS を 800
発（約 14 分間）与え、その rTMS 前後で刺激反応適合性に基づく自動模倣課題と統制課題としての空間刺激
反応適合性（SSRC）課題を行い比較した。TMS の統制刺激として擬似的に刺激を与える Sham 刺激も行っ
た。自動模倣課題では、被験者は左右どちらかの視野に呈示される左右どちらかのキー押しの手の視覚刺激に
対して、同じ手（手一致条件）もしくは逆の手（手不一致条件）で、素早く間違えないようにボタンを押すこ
とが要求された。SSRC 課題では、被験者には視覚刺激の呈示空間に対して同側空間の手で（空間一致条件）
もしくは対側空間の手で（空間不一致条件）反応するよう教示のみを変更した。測定指標として、視覚刺激呈
示からボタン押しまでの反応時間および誤答数を計測した。自動模倣効果は不一致条件の反応時間から一致条
件の反応時間を差し引いて算出した。【結果】自動模倣課題では、左 PMd への rTMS によってのみ、反応手
や視覚刺激呈示空間に関わらず、手一致条件の反応時間が統計学的に有意に延長し、さらに自動模倣効果も有
意に減少した。手不一致条件では反応時間、誤答数ともに rTMS による干渉効果は認められなかった。SSRC
課題では、反応時間、誤答数ともに rTMS による干渉効果は認められなかった。【考察】左 PMd への rTMS
による手一致条件の反応時間および自動模倣効果に対する干渉効果より、PMd の自動模倣に対する因果的関
与が示され、さらにその干渉効果が左 PMd でのみ確認され、効果器非依存であったことから左半球優位の機
能的側性をもつ可能性が示された。手不一致条件の反応時間や誤答数に rTMS による干渉効果が認めらなか
ったことは、これらの rTMS による自動模倣への干渉効果が PMd の一般的な機能として知られている視覚運
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動連合や運動準備機能の変化によるものではないことを示唆している。さらに SSRC 課題においても rTMS
の干渉効果が生じなかったことから、rTMS による自動模倣への干渉効果が単なる SSRC 効果やサイモン効
果のような視覚刺激と反応間の空間的適合性の変化によるものでもないことが示唆された。自動模倣における
PMd の左半球優位性については、その神経基盤と推定されるミラーニューロンシステムが利き手の影響を受
け、右利きの人では左半球優位の活動となるという先行研究と一致し、右利き被験者を対象とした本研究にお
いても、ミラーニューロンの左半球優位性を反映していたと考えられる。【結論】以上の結果より、ヒトの PMd
が自動模倣に因果的に関与することが示され、左半球優位の機能的側性を持つ可能性が示された。 
